
～あたらしい郷
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ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる

 交流都市 八女

2013
[平成25年] 8.15 No.1026

■ 編集・発行 八女市役所 市長公室　TEL 0943（23）1110　FAX （22）2186
  〒834-8585　福岡県八女市本町647番地　■ 株式会社 東兄弟

八女市公式 HP http://www.city.yame.fukuoka.jp/　E-mail mail@city.yame.fukuoka.jp

広報

　
ン
ド
ン
で
７
月
18
日
㈭
に
開
か
れ
た
世
界
最

大
の
ワ
イ
ン
品
評
会
『
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ワ
イ
ン
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
』
で
、
日
本
酒
部
門
の

最
優
秀
賞
『
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
・
サ
ケ
』
に
株
式
会
社

喜
多
屋
の
『
大

だ
い
ぎ
ん
じ
ょ
う

吟
醸 

極ご
く
じ
ょ
う

醸
　
喜き

た

や
多
屋
』
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
同
品
評
会
は
最
難
関
の
ワ
イ
ン
の
資
格
『
マ
ス

タ
ー
・
オ
ブ
・
ワ
イ
ン
』
の
称
号
保
有
者
な
ど
が
多

数
審
査
し
、
世
界
で
最
も
影
響
力
の
あ
る
品
評
会

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
０
０
７
年
に
新
設
さ

れ
た『
サ
ケ
部
門
』で
は
５
部
門
で
審
査
が
行
わ
れ
、

部
門
ご
と
に
第
１
位
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
授
与
さ
れ
ま

す
。
７
回
目
の
今
年
は
、
２
３
５
蔵
元
か
ら
５
８
３

銘
柄
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
喜
多
屋
は
『
吟
醸
酒
・

大
吟
醸
酒
の
部
』
で
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
獲
得
し
、
さ
ら

に
５
部
門
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
中
か
ら
最
も
優
れ
て
い

る『
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン・サ
ケ
』の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　『
大
吟
醸 

極
醸
　
喜
多
屋
』
は
、
山
田
錦
（
福

岡
県
産
酒
造
米
）
を
35
％
ま
で
磨
い
て
仕
込
み
、

し
ず
く
搾
り
で
手
間
暇
か
け
て
仕
上
げ
た
お
酒
で

す
。
７
月
23
日
㈫
、
市
長
に
受
賞
報
告
に
訪
れ
た

木
下
宏
太
郞
社
長
は
、「
ご
愛
飲
者
の
皆
様
、
お
得

意
先
の
皆
様
、
社
員
の
み
ん
な
、
そ
し
て
家
族
の

お
陰
で
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の
受
賞
を
生
か
し
て
、
行
政
と

も
一
緒
に
な
っ
て
八
女
を
元
気
づ
け
て
い
き
た
い
で

す
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

大
吟
醸 

極
醸世

界
一に
輝
く

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ワ
イ
ン
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
３

市長に受賞を報告する木下社長（中央）と広津総務部長

　
Ｍ
八
女
の
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
（
お

り
な
す
八
女
内
）
の
通
り
に
面
し
た
ガ

ラ
ス
に
八
女
学
院
高
等
学
校
美
術
部
に
よ
る

絵
が
描
か
れ
、
通
り
に
明
る
く
華
を
添
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
同
校
美
術
部
（
12
人
）
に
よ
る

絵
で
、
６
月
中
旬
か
ら
７
月
初
旬
に
か
け
て
水

曜
日
の
放
課
後
の
時
間
を
使
っ
て
描
か
れ
ま
し

た
。
同
部
長
の
井
上
佳
奈
さ
ん
は
「
使
っ
た
こ

と
の
な
い
画
材
で
楽
し
く
描
け
ま
し
た
」。
図

柄
は
部
長
と
副
部
長
で
考
え
て
昼
と
夜
の
街
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
そ
う
で
す
。「
下
絵
な
し
で
描
く

の
で
円
な
ど
が
思
う
よ
う
に
描
け
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
夜
の
町
の
イ
メ
ー
ジ
の
ほ
う
が
手
が
込

ん
で
い
る
の

で
ぜ
ひ
見
て

ほ
し
い
」と
、

３
年
生
と

し
て
は
最

後
の
作
品

を
前
に
満

足
そ
う
に

話
し
て
い
ま

し
た
。

スタジオ内のガラスに色をぬっていく皆さん

FM八女「がまだすワイド801」は火・金曜日にサテライトスタジオから放送されています

明るくなった！FM 八女
のサテライトスタジオ

ロ

Ｆ



　2013.8.15　広報やめ

矢
部
村
は
、「
森
林
の
緑
か
ら
有

明
海
の
再
生
」
を
合
言
葉
に
水
の

ふ
る
さ
と
協
定
を
締
結
し
て
い
る

柳
川
市
と
森
林
を
守
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
７
月
19
日
㈮
に
矢
部

村
高
の
巣
に
あ
る
市
有
林
の
下
刈

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
福
岡
県
有
明
海
漁
業
協

同
組
合
連
合
会
、
八
女
市
公
有
林

管
理
専
門
委
員
会
、
八
女
森
林
組

合
矢
部
支
所
、
八
女
市
矢
部
支
所

か
ら
総
勢
54
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
炎
天
下

で
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
が
、
広

葉
樹
の
成
長
を
願
い
精
力
的
に
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

九
州
北
部
豪
雨
で
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
黒
木
町
笠
原
地
区
の
住

民
に
よ
る
「
７
・
14
笠
原
写
真
記

録
集
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
７
月

13
日
㈯
に
は
住
民
に
配
布
す
る
た

め
に
同
地
区
の
区
長
ら
へ
の
引
渡

し
式
が
行
わ
れ
、
夢
か
さ
は
ら
自

治
運
営
協
議
会
の
松
本
学
代
表
か

ら
川
原
孝
行
笠
原
地
区
区
長
代
表

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
記
録
集
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
か
ら
豪
雨
災
害
を
記
録
と
し
て

残
し
た
い
と
い
う
意
見
が
あ
が
り
、

地
元
の
「
山
村
塾
」
と
共
同
で
編

集
委
員

会
を
立
ち

上
げ
作

成
さ
れ

ま
し
た
。

各
行
政
区
ご
と
に
行
わ
れ
た
４
月

の
座
談
会
で
、
災
害
当
時
の
状
況

の
聞
き
取
り
で
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ

ン
ト
な
ど
住
民
の
生
の
声
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
道
路
を

川
の
よ
う
に
流
れ
る
雨
水
や
土
砂

が
押
し
寄
せ
た
家
屋
な
ど
地
元
住

民
が
撮
っ
た
生
々
し
い
写
真
１
７

８
枚
を
掲
載
。
当
時
の
区
長
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
な
ど
の
ほ
か
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
作
業
の
様
子
や

復
興
を
願
い
行
わ
れ
た
リ
レ
ー
大

会
や
笠
原
ま
つ
り
の
様
子
、
復
旧

工
事
の
様
子
な
ど
災
害
当
時
か
ら

現
在
ま
で
の
笠
原
が
つ
づ
ら
れ
て

い
ま
す
。

同
協
議
会
で
は
募
金
活
動
を
続

け
て
お
り
、
２
千
円
以
上
寄
付
さ

れ
た
人
に
こ
の
記
録
集
を
贈
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◦「
７
・
14
笠
原
写
真
記
録
集
」

オ
ー
ル
カ
ラ
ー
Ｂ
５
版
１
０
４
㌻

問
い
合
わ
せ
＝
サ
ン
カ
ク
キ
カ
ク

（
☎
０
９
４
２
・
５
１
・
３
１
０
３
）

森
林
を
守
る

急な斜面などを覆い茂った下草を刈りました

川原区長（左）に松本代表から完成した写真集が手渡されました

完成した写真集

前回よりもたくさんの人でにぎわいましたおいしいお茶に自然と笑顔があふれます

フ
リ
マ
で
復
興
支
援

後
世
に
教
訓
を
伝
え
る
写
真
集
完
成

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
2

回
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
八
女
の

市
」（
茶
の
国
レ
ン
ジ
ャ
ー
主
催
）

が
７
月
21
日
㈰
に
鉄
道
記
念
公
園

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
前
回
よ
り
２
倍
以
上
の

81
店
が
出
店
。
来
場
者
も
１
５
０

０
人
を
越
え
る
な
ど
大
盛
況
で
し

た
。
復
興
ブ
ー
ス
で
は
、
前
回
の

陸
前
高
田
ガ
レ
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
に

加
え
、
石
巻
市
の
石
巻
焼
き
そ
ば

も
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ

部
門
も
大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。
フ

リ
マ
の
出
店
料
は
復
興
支
援
と
し

て
八
女
市
に
寄
付
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
次
回
は
９
月
15
日
㈰
に

開
催
予
定
で
す
。

空
手
組
手
で
全
国
３
位

７
月
13
日
㈯
～
14
日
㈰
に
日
本

武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
第
56
回
全

国
空
手
選
手
権
大
会
の
「
個
人
戦

高
校
生
女
子
組
手
の
部
（
93
人
参

加
）」
で
、
松
浦
伽
奈
さ
ん
（
八
女

学
院
高
３
年
）
が
３
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。

松
浦
さ
ん
は
八
空
会
に
所
属
し

空
手
を
習
い
始
め
て
13
年
。
週
３

回
の
練
習
で
技
を
磨
い
て
き
ま
し

た
。
同
大
会
に
は
松
尾
梨
花
さ
ん

（
八
女
農
業
高
２
年
）
も
出
場
し
ま

し
た
。

市長に入賞を報告する松浦さん（中央）と松尾さん
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黒
木
町
の
ふ
じ
な
み
幼
稚
園

で
７
月
６
日
㈯
、
お
茶
の
入
れ
方

教
室
が
行
わ
れ
、
年
長
組
の
親

子
や
保
護
者
な
ど
約
80
人
が
お

茶
の
入
れ
方
を
体
験
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
園
児
ら
を
指
導
し

た
の
は
黒
木
茶
商
組
合
（
内

藤
利
弘
会
長
）
の
皆
さ
ん
。
ま

ず
、
お
茶
の
殺
菌
作
用
が
分

か
る
実
験
。
塩
素
反
応
で
黄

色
く
変
色
し
た
水
道
水
に
一
つ

ま
み
の
お
茶
の
葉
を
入
れ
る
と

一
瞬
で
透
明
に
変
化
し
、
塩
素

が
除
去
さ
れ
る
様
子
を
見
ま
し

た
。
そ
の
後
、
基
本
的
な
お
茶

の
入
れ
方
や
、
冷
た
い
お
茶
の

入
れ
方
を
教
え
て
も
ら
い
、
保

護
者
の
愛
情
こ
も
っ
た
お
茶
を

い
た
だ
い
た
子
ど
も
た
ち
。「
お

い
し
い
」、「
あ
ま
い
」、「
冷
た

く
て
お
い
し
い
」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。

ＳＰＯＲＴＳ

　
　
　
　

  　

 　
　

    （
敬
称
略
）

〈
団
体
の
部
〉

小
学
高
学
年　

優
勝　
黒
木
道
場　

２
位　

大
淵

道
場　

３
位　

黒
木
西
道
場
・
矢

部
道
場

小
学
低
学
年　

優
勝　
黒
木
道
場　

２
位　
黒
木

西
道
場　

３
位　

木
屋
道
場
・
矢

部
道
場

一
般
男
子

優
勝　

輝
翔
館
Ｏ
Ｂ　

２
位　

大

淵
道
場　

３
位　

黒
木
道
場
・
Ｊ

Ａ
福
岡
八
女

一
般
女
子　

優
勝　
黒
木
西
道
場　

２
位　

大

淵
道
場

〈
個
人
の
部
〉

小
学
６
年
男
子

優
勝　
鍋
田
輝
哉
（
木
屋
）　

２
位

川
島
周
太
（
黒
木
）　

３
位　
坂
之

下
大
志（
黒
木
西
）・小
川
爽
人（
同
）

小
学
５
年
男
子

優
勝　
江
田
拓
翔
（
黒
木
）　

２
位

内
藤
大
翔
（
木
屋
）　

３
位　
佐
藤

洋
伸（
黒
木
）・月
足
日
向
多（
大
淵
）

小
学
女
子

優
勝　

堤 

花
音(

黒
木
西
）　

２

位　
田
邉
夏
実
（
同
）　

３
位　
小

柳
朱
根（
笠
原
）・水
本
百
香（
大
淵
）

小
学
低
学
年

優
勝　
小
森
瑛
翔
（
黒
木
）　

２
位

仁
田
原
尚
紀
（
木
屋
）　

３
位　
栗

原
光
琉（
黒
木
）・栗
原
健
人（
矢
部
）

中
学
３
年
男
子

優
勝　
溝
田
俊
太
（
黒
木
中
）　

２

位　

山
口 

顕
（
同
）　

３
位　

栗

原
秀
斗
（
同
）・
原 

航
生
（
同
）

中
学
２
年
男
子

優
勝　

鍋
田 

蒼
（
黒
木
中
）　

２

位　
近
藤
英
文
（
輝
翔
館
）　

３
位

鍋
田
一
輝（
黒
木
中
）・里
岡
功
海（
輝

翔
館
）

中
学
１
年
男
子

優
勝　
桁
山
翔
稀
（
黒
木
中
）　

２

位　

堤 

紀
雅
（
輝
翔
館
）　

３
位

田
中
達
也
（
同
）・
北
川 

諄
（
同
）

中
学
３
年
女
子

優
勝　
加
藤
愛
理
（
黒
木
中
）　

２
位　
溝
田 

愛
（
同
）　

３
位　
坂
本
果
奈
（
同
）

中
学
２
年
女
子

優
勝　
加
藤
千
晶
（
黒
木
中
）　

２
位　
仁
田
原
有
未
（
同
）　

３
位　
小
川
栞
菜
（
同
）

中
学
１
年
女
子

優
勝　
倉
ノ
下
萌
香
（
黒
木
中
）

２
位　
新
原 

綾
（
輝
翔
館
）　

３
位　
溝
田
若
菜
（
黒
木
中
）

第
56
回
八
女
市
黒
木
剣

道
大
会

　
　

   　

   

期
日　

７
月
７
日
㈰

　
　

   　

   

会
場　

黒
木
体
育
館

おいしいお茶に自然と笑顔があふれます

市を訪れた南太平洋大学の学生や卒業生が踊りを披露しました

南
太
平
洋
諸
島
か
ら
「
コ
ン
ニ
チ
ハ
」

お
茶
を
飲
ん
で
ほ
っ
こ
り
笑
顔 

ふ
じ
な
み
幼
稚
園

７
月
23
日
㈫
南
太
平
洋
大
学
の

学
生
や
卒
業
生
た
ち
９
人
が
八
女

市
を
表
敬
訪
問
し
、
ロ
ビ
ー
で
歌

や
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
９
人

は
フ
ィ
ジ
ー
、
キ
リ
バ
ス
、
ク
ッ

ク
諸
島
、
ト
ン
ガ
の
出
身
で
、
教

育
関
係
者
で
す
。
青
年
海
外
協
力

協
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
A
）
の
事
業
に
よ

り
7
月
15
日
㈷
か
ら
23
日
㈫
ま
で

日
本
に
滞
在
し
、
最
先
端
技
術
や

伝
統
文
化
を
体
験
。
21
日
㈰
と
22

日
㈪
に
は
大
道
谷
の
里
（
立
花
町
）

に
農
家
民
泊
し
、
八
女
和
紙
の
う

ち
わ
作
り
や
花
火
大
会
な
ど
を
体

験
し
ま
し
た
。

「
八
女
市
に
は
い
ろ
ん
な
伝
統

や
文
化
が
息
づ
い
て
お
り
、
素
晴

ら
し
い
体
験
を
し
ま
し
た
。
八
女

の
自
然
や
伝
統
文
化
を
次
世
代
に

も
引
き
つ
い
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
友
情
が
将
来
へ
繋
が
っ
て
い

き
ま
す
よ
う
に
」
と
の
訪
問
団
の

皆
さ
ん
。

そ
れ
に
応
え
市
長
は
「
皆
さ
ん

が
感
じ
ら
れ
た
八
女
市
の
自
然
や

文
化
を
次
世
代
に
残
し
て
け
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
私
は
皆

さ
ん
の
国
へ
行
っ
た
こ
と
は
な
い
け

れ
ど
、
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
行
っ

て
み
た
い
で
す
。
国
際
化
の
時
代
、

お
互
い
の
国
の
歴
史
や
文
化
を
理

解
す
る
こ
と
が
大
事
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
活
躍
と
、
皆
さ
ん
の
国

の
発
展
を
心
か
ら
祈
念
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
全
員
と
握
手
を

交
わ
し
ま
し
た
。

3 広報やめ　2013.8.15
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第
４
回
全
日
本
コ
ル
ト
リ
ー
グ
中
学
野
球
選
手
権

大
会
に
出
場
す
る
立
花
ド
リ
ー
ム
ズ
球
団
の
秋
山
大
喜

さ
ん
（
柳
島
・
見
崎
中
３
年
）
と
吉
無
田
圭
さ
ん
（
祈

祷
院
・
八
女
南
中
３
年
）
は
「
今
の
チ
ー
ム
で
は
最
後

の
大
会
。
全
員
の
力
を
あ
わ
せ
て
楽
し
ん
で
野
球
を
や

っ
て
き
た
い
」。
第
29
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流

大
会
に
小
学
５
年
女
子
１
０
０
㍍
で
出
場
す
る
八
女
ジ

ュ
ニ
ア
陸
上
ク
ラ
ブ
の
服
部
光
さ
ん
（
馬
場
・
上
妻
小

５
年
）
も
「
頑
張
っ
て
き
ま
す
」。
第
７
回
全
国
中
学

野
球
選
手
権
大
会
に
出
場
す
る
久
留
米
ボ
ー
イ
ズ
球

団
の
古
川
裕
大
さ
ん
（
岩
崎
・
福
島
中
３
年
）
と
原

良
寿
さ
ん
（
前
古
賀
・
八
女
西
中
３
年
）
は
「
悔
い
の

残
ら
な
い
よ
う
に
持
っ
て
る
力
を
出
し
切
り
、
優
勝
目

指
し
て
頑
張
り
た
い
」「
力
を
最
大
限
発
揮
し
絶
対
優

勝
し
た
い
」。
第
37
回
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
に

出
場
す
る
サ
ガ
ン
鳥
栖
Ｕ
‐
12
所
属
の
鵜
木
亮
良
さ
ん

（
北
山
・
筑
南
小
６
年
）
は
「
今
年
は
多
く
点
を
と
っ

て
チ
ー
ム
に
貢
献
し
、
優
勝
し
た
い
」。

第
29
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
に
出
場
す
る
松
﨑

楓
さ
ん
（
吉
田
・
長
峰
小
４
年
）
は
「
一
回
戦
は
必
ず

勝
ち
た
い
。
そ
し
て
優
勝
し
た
い
」。
平
成
25
年
度
全
国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
水
泳
で

自
由
形
と
バ
タ
フ
ラ
イ
の
１
０
０
㍍
、
リ
レ
ー
と
メ
ド
レ

ー
リ
レ
ー
の
４
０
０
㍍
に
出
場
す
る
井
上
真
奈
さ
ん
（
本

村
・
福
大
附
属
若
葉
高
２
年
）
は
「
ベ
ス
ト
記
録
を
出

せ
る
よ
う
に
、
リ
レ
ー
で
は
自
分
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
」
リ
レ
ー
と
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
４
０
０
㍍

に
出
場
す
る
今
村
亜
香
里
さ
ん（
星
野
村・三
潴
高
２
年
）

は
「
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を
出
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」。

黒
木
町
笠
原
の
浅
田
正
文
さ
ん

か
ら
、「
今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い

キ
ノ
コ
が
あ
り
ま
し
た
」
と
写
真

を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
キ
ノ
コ
は
６
月
30
日
㈰
、
笠
原

振ぶ
り
ぶ
り々

地
区
の
用
水
路
の
清
掃
作
業

中
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
す
。

森
林
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
に
問

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
『
マ
ン
ト
カ

ラ
カ
サ
タ
ケ
』
で
は
な
い
か
と
の

こ
と
。
山
に
行
く
機
会
の
多
い
同

セ
ン
タ
ー
職
員
に
は
、
そ
う
珍
し

い
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
す
が
、
一

般
の
人
に
と
っ
て
は
、
十
分
珍
し

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
　

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う
！

祝

こ
ん
な
キ
ノ
コ
は

初
め
て
み
ま
し
た

▲第4回全日本コルトリーグ中学野球選手権大会
秋山大喜さん・吉無田 圭さん

▲第29回全国小学生陸上競技交流大会
服部 光さん

▲平成25年度全国高等学校総合体育大会
井上真奈さん・今村亜香里さん

▲第7回全国中学野球選手権大会
古川裕大さん・原 良寿さん

▲第37回全日本少年サッカー大会
鵜木亮良さん

▲第29回わんぱく相撲全国大会
松﨑 楓さん

スコップと比べてもかなり大きいことが分かります

各
競
技
の
全
国
大
会
に
出
場
す
る
市
内
の

小
中
高
校
生
が
、三
田
村
市
長
に
出
場
を

報
告
し
、大
会
で
の
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。



辺
春
保
育
園
の
園
児
が
７
月
８

日
㈪
、
道
の
駅
た
ち
ば
な
青
年
部

に
よ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
体
験

を
し
ま
し
た
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
取
り
方
を
教

え
て
も
ら
っ
た
後
に
畑
に
入
っ
て
収

穫
し
ま
し
た
。
園
児
ら
は
、

畑
の
な
か
で
大
き
く
育
っ

た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
見
つ
け

て
は
「
す
ご
い
！
」
と
歓

声
を
あ
げ
な
が
ら
収
穫
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

朝
早
く
収
穫
し
た
ゆ
で
た

て
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
味

わ
い
ま
し
た
。
甘
く
て
み

ず
み
ず
し
い
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

に
園
児
ら
は
「
お
い
し
い
」

と
み
ん
な
笑
顔
で
し
た
。

上
陽
祇
園
祭
が
７
月
15
日
㈷
、

上
陽
町
北
川
内
地
区
で
開
か
れ
ま

し
た
。
今
年
は
「
八
女
地
区
豪
雨

災
害
か
ら
の
復
興
応
援
」
を
テ
ー

マ
に
、
昨
年
で
き
な
か
っ
た
分
ま

で
盛
大
に
盛
り
上
げ
る
よ
う
に
企

画
。
10
時
か
ら
須
賀
神
社
で
無
病

息
災
・
災
害
か
ら
の
復
興
祈
願
を

し
、
午
後
か
ら
は
小
中
学
生
や
商

工
会
青
年
部
、
外
国
人
留
学
生
な

ど
３
０
０
人
が
参
加
し
て
お
神
輿

を
か
つ
ぎ
ま
し
た
。

夕
方
か
ら
は
復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ

抽
選
会
を
中
心
に
、
ダ
ン
ス
や
バ

ン
ド
演
奏
、
太
鼓
演
奏
な
ど
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
20
時

30
分
か
ら
は
約
１
０
０
０
発
の

花
火
が
夏
の
夜
空
を
彩
り
ま

し
た
。
昨
年
の
水
害
で
沈
ん
だ

心
を
励
ま
す
か
の
よ
う
な
花

火
に
、
１
８
０
０
人
の
観
覧
者

は
大
喜
び
で
し
た
。

【電線に近づかないようにしましょう】
電線の近くで魚釣りやせみとり等で電線にかかった場
合などは、感電事故や停電の原因になり大変危険です。
また、電柱 ･ 鉄塔に登ることも大変危険です。自分で
何とかしようとせず九州電力へご連絡ください。
◦連絡先＝九州電力㈱八女営業所

（☎ 0120・986・210）

◦今夏における節電へのご協力のお願い
日ごろから節電にご協力いただき、ありがとうございま
す。お客さまには、ご不便とご迷惑をお掛けし、誠に申
し訳ございませんが、今夏におきましても下記のとおり
の節電にご協力をいただきますよう、よろしくお願い申
し上げます。
▽7月1日㈪～ 9月30日㈪の平日（お盆期間8月13日
～ 8月15日を除く）の9時～ 20時について
☝お客さまの生活・健康や生産・経済活動に支障のな
い範囲で可能な限り、節電にご協力をお願いします。
☝エアコン等の控え過ぎによる体調不良にお気をつけく
ださい。
☝屋内でも熱中症などにかかることがあります。室温管
理・水分補給に十分ご留意ください。
☝ご高齢の人、お子さま、体調に不安がある人がいらっ
しゃるご家庭は、十分にお気をつけください。
☝その他、衛生面および安全面・防犯面で不適切なも
のとならないようご注意ください。
▽「でんき予報」による電力需給状況のお知らせ
当社ホームページの「本日のでんき予報」にて「電力需
給の見通し（当日、翌日、翌週）」「供給力の詳細な内訳」「当
日の電力使用状況（時間ごとの電力使用量の推移）」な
どをお知らせします。
▽「緊急時の節電ご協力お願いメール」登録のお願い

「でんき予報」において、需給状況が大変厳しくなると
予想される場合に、需給見通しと節電ご協力のお願い
を、ご登録の携帯電話へメールでお知らせします。ぜひ、
ご登録いただきますようお願いします。

九州電力㈱からのお知らせ

８
月
は「
電
気
使
用
安
全
月
間
」

両手いっぱいのトウモロコシを運びました

大
き
く
育
っ
た
と
う
も
ろ
こ
し
に
大
歓
声

心
を
励
ま
す
花
火
、
上
陽
の
空
に
舞
う

ステージではバンド演奏などが繰り広げられました

夜空を彩っ
た花火

広報やめ　2013.8.155
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特 定 健 診 ・ 特 定 保 健 指 導 コ ラ ム

前
回
の
最
後
に
も
少
し
お
話
を
し
ま

し
た
が
、
健
診
を
受
け
ら
れ
な
い
理
由

は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
今
回
は
特
に
多

い
理
由
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

健
診
を
受
け
て
い
た
人
と
受
け
て
い

な
か
っ
た
人
の
年
間
の
医
療
費
（
５
月

15
日
号
掲
載
）
で
は
、
受
け
て
い
な
か

っ
た
人
の
方
が
２
倍
近
く
か
か
っ
て
い

る
と
い
う
結
果
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
健
診
で
早
期
に
異
常
や
変

化
を
見
つ
け
る
こ
と
で
、
病
院
を
受
診

せ
ず
に
生
活
習
慣
を
改
め
る
だ
け
で
発

病
せ
ず
に
済
ん
だ
り
、
病
院
を
受
診
し

て
も
軽
度
の
治
療
・
短
期
の
内
服
で
済

ん
だ
り
す
る
た
め
で
す
。
予
防
に
か
け

る
１
万
円
は
治
療
に
か
け
る
１
０
０
万

円
と
同
等
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。

健
診
は
病
気
に
な
ら
な
い
た
め
に
、

症
状
も
出
て
い
な
い
く
ら
い
早
期
の
段

階
で
異
常
を
発
見
す
る
こ
と
を
主
眼
と

し
て
い
ま
す
。
病
院
で
行
う
「
早
期
治

療
＝
見
つ
か
っ
て
い
る
病
気
を
早
く
治

す
」
た
め
の
検
査
と
は
目
的
が
違
い
ま

す
の
で
、
通
院
中
の
人
も
ぜ
ひ
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

決
ま
っ
た
日
程
に
一
斉
に
行
う
集
団

健
診
の
ほ
か
に
、
医
療
機
関
で
各
自
が

都
合
の
付
く
日
を
選
ん
で
受
診
で
き
る

個
別
健
診
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
は
、
健

康
に
生
活
す
る
た
め
の
強
い
味
方
で
す
。

病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
趣
味
や

ご
褒
美
に
使
う
は
ず
だ
っ
た
お
金
は
治

療
費
・
薬
代
に
な
り
、
ゆ
っ
く
り
好
き

な
こ
と
を
し
て
過
ご
す
は
ず
だ
っ
た
時

間
は
通
院
・
処
置
に
変
わ
り
ま
す
。

そ
う
な
る
前
に
、
少
し
の
お
金
と
時

間
で
病
気
を
予
防
・
早
期
発
見
し
ま
し

ょ
う
。

◦市がん検診実施医療機関追加のお知らせ
乳がん検診を「新やなぎ健診クリニック」(吉
田134－1／☎23・6977)」で受診できるよ
うになりましたので、お知らせします。

9月の健康だより健康推進課（☎ 23・1352）

♥

健
診
を
受
け
ら
れ
な
い

理
由
は
人
そ
れ
ぞ
れ

「
ど
こ
も
悪
く
な
い
の
に
、
健
診
に
お

金
を
か
け
る
の
は
…
」

「
病
院
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
…
」

病
気
の
予
防
・
早
期
発
見
を

「
日
程
が
合
わ
な
く
て
…
」

お
忙
し
い
あ
な
た
へ

◦
対
象
＝
福
岡
県
内
（
福
岡
市
、

北
九
州
市
、
久
留
米
市
、
大
牟
田

市
を
除
く
）
に
住
民
票
が
あ
る
原

則
20
歳
以
上
の
人
で

①
妊
娠
を
希
望
す
る
人
お
よ
び
妊

娠
す
る
可
能
性
の
高
い
人

②
妊
婦
の
配
偶
者
（
パ
ー
ト
ナ
ー

を
含
む
）【
妊
婦
が
、
抗
体
検
査

で
抗
体
価
が
低
い
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
る
場
合
、
ま
た
は
抗
体
検

査
未
実
施
の
場
合
に
限
る
】

◦
受
付
＝
電
話
に
よ
る
予
約
制

◦
受
付
時
間
＝
８
時
30
分
～
17
時

◦
実
施
場
所
＝
県
内
の
保
健
福
祉

環
境
事
務
所
（
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

◦
接
種
日
時
＝
▽
８
月
19
日
㈪
▽

９
月
２
日
㈪
▽
９
月
19
日
㈭
▽
10

月
７
日
㈪
▽
10
月
21
日
㈪

い
ず
れ
も
10
時
～
12
時

※
11
月
以
降
の
検
査
日
程
は
、
後

日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
持
参
す
る
も
の
＝

▽
住
所
お
よ
び
年
齢
を
証
明
す
る

書
類
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険

被
保
険
者
証
、
住
民
票
等
）

▽
母
子
健
康
手
帳
ま
た
は
妊
娠
届

出
書
（
対
象
者
②
の
人
の
み
）

◦
検
査
結
果
＝
１
週
間
～
10
日
後

に
郵
送
し
ま
す

◦
受
付
・
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後

保
健
福
祉
環
境
事
務
所 

保
健
衛

生
課
感
染
症
係
（
☎
０
９
４
４
・

７
２
・
２
８
１
２
）

～
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
に
～

風
し
ん
抗
体
検
査
（
無

料
）
を
実
施
し
ま
す
。

｢

風
し
ん｣

に
対
し
て
充
分
な
免
疫
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
抗
体
検

査
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
県
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
に
お
い
て
、「
風
し
ん
抗
体
検
査
」
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。

「受けてよかった」という声も届いてい
ます。
「忙しい中の健診でしたが、異常がな

くて安心しました。バリバリ働く気力

がわいてきました」
（43歳男性・自営業）

「異常はなかったけど、去年より血糖

値が上がっていました。病院に行く前

に生活習慣を改める方法を教えてもら

えたので助かってます」
（48歳女性・農業従事者）
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運動の必要性や体のしくみについてのお話と実
技で楽しく体を動かして、日ごろからできる運
動の習慣をつけましょう！

【立花会場】
◦日程＝10月～ 2月（後期）おおむね第1・3火曜
日午後、毎月2回※初回10月1日㈫13時30分～ 15
時（受付13時～）
◦会場＝立花総合保健福祉センター「かがやき」
集団指導室

【黒木会場】
◦日程＝10月～ 2月（後期）おおむね第1・3金曜
日午後、毎月2回※初回10月4日㈮13時30分～ 15
時（受付13時～）
◦会場＝黒木地域交流センター「ふじの里」多目
的ホール

【共通事項】
◦対象者＝40歳～ 64歳
◦定員＝20人
※随時募集を受け付けますが、定員になり次第締
め切ります。
◦申込先＝健康推進課保健指導係（☎23・1352）
※後日、申し込みされた人へ案内を送付します。

糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
生
活

習
慣
病
は
、
偏
っ
た
食
生
活

や
運
動
不
足
、
ス
ト
レ
ス
…
な
ど
の

生
活
習
慣
が
原
因
と
な
っ
て
発
症
し

ま
す
。
特
に
最
近
は
、
糖
尿
病
ま
た

は
そ
の
予
備
群
の
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
特
定
健
診
の
結
果
、
血
糖
値
が

「
高
め
」
と
指
摘
さ
れ
た
人
、ま
た
は
、

す
で
に
糖
尿
病
治
療
中
の
人
は
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
者
＝
40
～
64
歳
の
人
で
、
糖

尿
病
治
療
中
、
糖
尿
病
予
備
群
、
血

糖
値
が
高
め
と
判
定
さ
れ
た
人

◦
日
程
＝
９
月
５
日
㈭
10
時
～
13
時

（
受
付
９
時
30
分
～
）

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

◦
定
員
＝
20
人
（
先
着
順
）

◦
参
加
費
＝
３
０
０
円（
調
理
材
料
代
）

◦
持
っ
て
く
る
も
の
＝
今
年
受
け
た

健
診
結
果
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

筆
記
用
具

◦
内
容
＝
血
圧
測
定
な
ど
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
健
診
結
果
の
見
方
、
食

事
に
つ
い
て
、
調
理
実
習
、
相
談

◦
申
込
期
間
＝
８
月
15
日
㈭
～
８
月

30
日
㈮

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進

課
保
健
指
導
係（
☎
２
３・１
３
５
２
）

※
申
し
込
み
さ
れ
た
人
へ
、
後
日
詳
し

い
内
容
の
お
手
紙
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
こ
の
教
室
は
、
９
月
か
ら
２
月
ま

で
同
じ
内
容
で
毎
月
行
い
ま
す
。
今

後
の
日
程
は
、
毎
月
健
康
だ
よ
り
に

掲
載
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

保健師や看護師が、血圧測定・尿検査・
体脂肪測定をします。健康に関するいろ
いろな相談に応じます。健康手帳や健
診・血液検査の結果をお持ちの人はご
持参ください。
※電話相談も行っています。
◦日時＝9月2日㈪	9時30分～ 11時 ／
八女市保健センター
◦日時＝9月3日㈫	13時30分～ 15時 ／
立花総合保健福祉センター「かがやき」
◦日時＝9月4日㈬	14時～ 15時 ／ 上陽
保健センター
◦日時＝9月12日㈭ 14時～ 15時 ／
星野総合保健福祉センター「そよかぜ」
◦日時＝9月26日㈭ 10時30分～ 11時30
分 ／ 矢部基幹集落センター
◦日時＝9月27日㈮ 10時30分～ 11時30
分 ／ 黒木地域交流センター「ふじの里」

旧八女市・立花町の皆さん
♥受付時間　13時～ 14時30分
♥会場　八女市保健センター
◦日にち・対象＝9月10日㈫10か月児（平
成24年11月生）／ 9月18日㈬4か月児（平
成25年5月生）／ 9月24日㈫1歳6か月
児（平成24年3月生）／ 9月26日㈭3歳
児（平成22年9月生）
旧黒木町・上陽町・矢部村・星野村の皆さん
♥受付時間　13時30分～ 14時30分
♥会場  黒木地域交流センター「ふじの里」
◦日にち＝9月17日㈫　
◦対象＝1歳6か月児（平成24年2月～ 3月生
まれ）／ 3歳児（平成22年8月～ 9月生まれ）

※対象者には個別に通知します。
※事前に連絡いただくとどちらの会場で
も健診を受けることができます。

参加する人は事前に健康推進課までお
申し込みください。
♪もぐもぐ！かみかみ！離乳食教室
離乳食中期・後期（7か月児～1歳児ごろ）
についてのお話と調理。離乳食に不安・心
配な人が対象です。託児あり（要申込）。
♥日時　9月12日㈭ 10時～ 13時 
※受付9時30分～　
♪ベビーズクッキング
離乳食初期（5～6か月児）についての
お話と調理。
♥日時　9月19日㈭ 10時～ 13時 
※受付9時30分～　

〈共通事項〉◦会場＝おりなす八女研修
棟　◦持参品＝エプロン、三角きん、手
ふきタオル、筆記用具　◦材料費＝300
円　◦定員＝先着15人

子育てのことで、少しでも心配なことがあっ
たらお気軽にご相談ください。身長・体重
測定もできます。母子健康手帳をお持ちく
ださい。※相談日以外でも、窓口や電話で
子育て相談を行っています。※各地域の主
任児童委員も家庭の相談に応じています。
福祉課福祉総務係（☎24・8030）
◦日時＝9月4日㈬ 14時～ 15時 ／ 上陽
保健センター
◦日時＝9月9日㈪ 9時30分～ 11時 ／ 
八女市保健センター
◦日時＝9月20日㈮ 13時15分～ 14時30
分 ／ 八女市保健センター

◦日時＝9月26日㈭ 10時30分～ 11時30
分 ／ 矢部基幹集落センター

心理士による個別相談です。対象者は
年齢を問わず、成長発達面に不安のあ
る人です。心配なことがあればお気軽に
ご相談ください。※予約制
♥日時　9月12日㈭・26日㈭ 9時～ 16時
♥会場　八女市保健センター
♥日時　9月17日㈫ 9時～ 16時
♥会場　黒木地域交流センター「ふじの里」

食に関する講話と調理実習を行います。
対象者は子育て世代の皆さんです。託
児有り。※要予約
♥日時　9月25日㈬ 10時～ 13時
♥会場　おりなす八女研修棟
♥参加費　300円　♥定員　先着20人

妊娠中の過ごし方、試食、相談を行い
ます。対象者は妊娠20週以降の妊婦さ
んです。※要予約
♥日時　9月3日㈫ 10時～ 12時
♥会場　おりなす八女研修棟
♥参加費　300円　♥定員　20人

心理士による個別相談です。対象者は
市内在住で、こころに悩みがある人です。
お気軽にご相談ください。※予約制
♥日時　9月4日㈬・10日㈫・24日㈫ 13時
30分～15時30分
♥会場　おりなす八女研修棟第2研修室

マタニティ教室

心理士によるこころの相談

乳幼児心理相談９
月
の
各
種
相
談
・
健
診
・
予
防
接
種 子育て相談
申
込・問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課（
☎
２
３・１
３
５
２
）

乳幼児健診 

健康相談 

離乳食教室

フレッシュ食育講座

生
活
習
慣
病
予
防
教
室

後期ヘルシー運動教室働
き
盛
り
の
皆
さ
ん
、「
特
定
健
診
」

は
受
診
さ
れ
ま
し
た
か
？

健
診
の
結
果
は
い
か
が
で
し
た
か
？

参加者
募集！



8　2013.8.15　広報やめ

ま
す
。
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
・

予
約
不
要
。

◦
日
時
＝
９
月
４
日
㈬
、
５
日
㈭
９

時
～
20
時

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
筑
後

労
働
者
支
援
事
務
所
（
久
留
米
市

合
川
町
１
６
４
２
―
１
　
県
久
留

米
総
合
庁
舎
１
階
）

☎
０
９
４
２
・
３
０
・
１
０
３
４

　
成
年
後
見
制
度
の
利
用
方
法
、

遺
言
、
相
続
、
悪
質
な
訪
問
販
売

被
害
な
ど
に
つ
い
て
司
法
書
士
が

無
料
で
相
談（
面
談
）に
応
じ
ま
す
。

予
約
制
で
す
。

◦
日
時
＝
９
月
14
日
㈯
10
時
～
13
時

◦
会
場
＝
▽
久
留
米
市
役
所
３
階

３
０
３
会
議
室
▽
大
牟
田
文
化
会

館
２
階
第
２
会
議
室

◦
予
約
受
付
＝
８
月
20
日
㈫
～
９

月
12
日
㈭
、
10
時
～
16
時
※
土
日

祝
日
除
く

◦
予
約
電
話
＝
公
益
社
団
法
人
成

　
田
村
珠
美
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
。
ピ
ア
ノ
共
演
・
前
田
真
弓

◦
日
時
＝
８
月
24
日
㈯
19
時
～

◦
場
所
＝
ふ
じ
の
里
（
黒
木
町
）

◦
料
金
＝
大
人
２
０
０
０
円
、
中

学
生
以
下
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
後
藤
さ
ん

（
☎
４
２
・
０
０
１
１
）

　
美
術
作
家
の
指
導
の
も
と
、
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
靴
や
帽

子
、
動
物
等
の
イ
メ
ー
ジ
オ
ブ
ジ
ェ

を
ダ
ン
ボ
ー
ル
等
で
製
作
し
ま
す
。

製
作
し
た
い
も
の
の
写
真
等
が
あ
っ

北
山
公
民
館
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
大
倉
谷
方
面

◦
参
加
料
＝
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
野
さ
ん

（
☎
２
３
・
５
０
８
０
）

◦
受
験
資
格
＝
平
成
元
年
４
月
２

日
～
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
（
高
卒
程
度
以
上

の
学
力
が
あ
る
人
）
採
用
後
、
八

女
消
防
本
部
管
内
お
よ
び
そ
の
周

辺
地
域
に
居
住
で
き
る
人
。

※
欠
格
事
項
に
該
当
す
る
人
は
受

験
で
き
ま
せ
ん
。
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
期
間
＝
９
月
２
日
㈪
～
９

月
13
日
㈮

◦
試
験
日
・
場
所
＝
10
月
20
日
㈰
・

八
女
市
立
福
島
中
学
校

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
消
防
本
部

総
務
課
（
２
４
・
０
１
１
９
）

①
一
般
曹
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

◦
試
験
期
日
＝
〈
１
次
〉
９
月
16

日
㈷
午
前
〈
２
次
〉
10
月
５
日
㈯

～
８
日
㈫
の
間
の
１
日

②
自
衛
官
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

◦
試
験
期
日
＝
〈
男
子
〉
▽
筆
記

試
験
９
月
16
日
㈷
午
後
▽
口
述
試

験
・
身
体
検
査
　
９
月
27
日
㈮
～

た
ら
、
筆
記
用
具
と
一
緒
に
持
参

く
だ
さ
い
。
昼
食
も
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
参
加
費
５
０
０
円
。

◦
日
時
＝
８
月
26
日
㈪
10
時
～
16
時

◦
場
所
＝
杣
の
ふ
る
さ
と
文
化
館

◦
申
込
＝
八
女
の
町
並
み
コ
ン
サ
ー

ト
実
行
委
員
会
事
務
局
・
玉
城
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
１
０
８
０
・
０
９
８
８
）

　
参
加
無
料
。
託
児
は
８
月
26
日

㈪
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
９
月
６
日
㈮
19
時
～
20

時
30
分
（
受
付
18
時
30
分
～
）

◦
場
所
＝
社
会
福
祉
会
館
３
階

◦
内
容
＝
演
題
「
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
、
あ
な
た
の
力
」
講
師
・
堤

か
な
め
さ
ん
（
福
岡
県
議
会
議
員
、

九
州
大
学
大
学
院
非
常
勤
講
師
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
木
下
さ
ん

（
☎
０
９
０・８
８
３
６・３
６
０
５
）

◦
日
時
＝
９
月
８
日
㈰
７
時
、
旧

10
月
１
日
㈫
の
間
の
１
日
〈
女
子
〉

▽
筆
記
試
験
・
口
述
試
験
９
月
22

日
㈰
▽
身
体
検
査
９
月
23
日
㈷

③
航
空
学
生
（
海
・
空
）

◦
試
験
期
日
＝
〈
１
次
〉
９
月
21

日
㈯
〈
２
次
〉
10
月
12
日
㈯
～
17

日
㈭
の
指
定
さ
れ
る
日
〈
３
次
〉

個
別
通
知

①
②
③
共
通

◦
受
付
期
間
＝
８
月
１
日
㈭
～
９

月
６
日
㈮

◦
応
募
資
格
＝
①
②
18
歳
以
上
27

歳
未
満
の
男
女
　
③
高
卒
（
見
込

み
含
む
）
以
上
21
歳
未
満
の
男
女

◦
問
い
合
わ
せ
＝
自
衛
隊
八
女
地

域
事
務
所
（
☎
２
４
・
５
１
９
２
）

　
職
場
で
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

や
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
お

悩
み
の
人
を
対
象
に
、
電
話
と
面

談
に
よ
る
集
中
相
談
会
を
開
催
し

　認知症は単なるもの忘れで
はなく脳の病気等による認知機
能の障害のため、普通の日常生
活ができなくなっていく病気で
す。はじめは「もの忘れ」が気
になる程度からだんだん進行し
ていきます。そのため、①病気
を理解すること②適切な対応
をすること が大切になります。
　多くの人に認知症についての
理解を深め支援の輪を広げる
ために、「認知症サポーター養
成講座」の受講グループを募
集します。家族や友人、地域
のグループなど２人以上でお申
し込みください。
　　◦申込・問い合わせ＝介
　　護長寿課地域包括支援係
　　（☎２３・１２０３）

試　

験

ふらっち広場からのお知らせ
八女市本村 425-61（☎ 24・3022） 
☀開館日＝火・水・木・土・日曜
   10 時～ 17 時
★おやつ「カキ氷をつくろう」
◦日時＝ 8 月 17 日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝実費

★工作「ヒモ登りおもちゃをつくろう」
◦日時＝ 8 月 24 日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝ 100 円

★外出「道の駅鹿北に行こう」
◦日時＝ 8 月 31 日㈯ 13 時 30 分ふ
らっち広場出発　◦参加費＝ 100 円

★おやつ「パンケーキをつくろう」
◦日時＝ 9 月 7 日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝実費

★工作「モコモコ毛糸でシュシュをつくろう」
◦日時＝ 9 月 14 日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝ 100 円
■会場はいずれもふらっち広場です。
■イベントがない日もマグネットつく
りやエコバッグつくりを楽しめます。
■ボランティアも募集中。

認知症サポーター
養成講座

募 集ル ー プ講受 グ

お
知

ら
せ
お
知

ら
せ

矢
部
村
美
術
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業

花
と
フ
ル
ー
ト
の
夕
べ

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

八
女
消
防
本
部
職
員
採
用

自
衛
官
採
用

職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ

集
中
相
談
会

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め
の

成
年
後
見
相
談
会

男
女
が
輝
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

め
講
演
会

ほ
ほ
え
み



広報やめ　2013.8.159

　
久
留
米
地
域
企
業
の
人
材
確
保

支
援
お
よ
び
求
職
者
の
地
元
で
の

就
職
促
進
を
図
る
た
め
、
合
同
会

社
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加

は
無
料
で
、
履
歴
書
も
要
り
ま
せ

ん
。
事
前
予
約
で
も
当
日
参
加
で

も
Ｏ
Ｋ
。
入
退
場
も
自
由
で
す
。

ま
た
、
当
日
は
就
職
相
談
ブ
ー
ス

を
設
置
し
、
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

も
同
時
に
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
８
月
21
日
㈬
13
時
～
16
時

◦
会
場
＝
ハ
イ
ネ
ス
ホ
テ
ル
久
留
米

◦
対
象
＝
新
卒
者
（
大
学
等
来
年

３
月
卒
業
予
定
者
）
お
よ
び
概
ね

39
歳
以
下
の
一
般
求
職
者

◦
参
加
企
業
＝
30
社
予
定

◦
問
い
合
わ
せ
＝
久
留
米
市
商
工

観
光
労
働
部
労
政
課

（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・
９
０
４
６
）

　
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
ま
た
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
推
薦
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
人
対
象
。
授
業
料
無

料
。詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
訓
練
科
目
（
試
験
日
）
＝
①
介

護
職
員
初
任
者
研
修
科
５
期
（
９

月
10
日
㈫
）
②
パ
ソ
コ
ン
初
級
科

１
期
（
９
月
11
日
㈬
）
③
パ
ソ
コ
ン

経
理
科
２
期
（
９
月
12
日
㈭
）

◦
募
集
期
間
＝
８
月
１
日
㈭
～
30
日
㈯

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校

（
☎
０
９
４
２
・
３
２
・
８
７
９
５
）

い
ま
す
の
で
利
用
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
保
育

協
会
（
☎
０
９
２
・
５
８
２
・
７
９

５
５
）
shttp://w

w
w.fphk.jp/

　
今
年
７
月
、
久
留
米
市
内
に

「
筑
後
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
筑
後

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、「
仕
事
を
し
た
い
が
自
信
が
な

い
」
と
い
っ
た
悩
み
を
抱
え
る
ニ
ー

ト
等
の
若
者
を
対
象
に
、
個
別
相

談
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
、
就
労
体
験

な
ど
、
自
立
に
向
け
た
様
々
な
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
週
水
・
金

曜
日
に
は
大
牟
田
市
で
出
張
相
談

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
家
族
か
ら
の

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
電
話
予
約
月
～
金
10
時
～
17
時

◦
問
い
合
わ
せ
＝
筑
後
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・
０
０
８
７
）

年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ

ポ
ー
ト
福
岡
支
部
（
☎
０
１
２
０
・

３
３
２
・
１
０
８
）

　
結
婚
や
出
産
、
定
年
等
に
よ
り

保
育
現
場
を
離
れ
て
い
る
保
育
士

の
皆
さ
ん
の
保
育
所
等
へ
の
再
就

職
を
支
援
す
る
た
め
、
保
育
所
で

の
体
験
実
習
を
行
い
ま
す
。
参
加

費
は
無
料
。
要
申
し
込
み
。

◦
場
所
（
日
程
）
＝
▽
久
留
米
市

内
の
保
育
所
（
10
月
15
日
㈫
・
16

日
㈬
）
▽
み
や
ま
市
内
の
保
育
所

（
10
月
18
日
㈮
）

◦
時
間
＝
10
時
～
15
時

※
12
月
、
１
月
に
も
開
催
予
定
で

す
。
実
習
日
は
地
区
ご
と
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
問
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
県
保
育
協
会
で
は
、

ご
希
望
の
勤
務
条
件
に
合
う
保
育

所
へ
の
就
職
あ
っ
せ
ん
も
行
な
っ
て

保
育
士
の
体
験
実
習

ニ
ー
ト
等
の
自
立
支
援
施
設

久
留
米
市
合
同
会
社
説
明
会

久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

◦
占
用
許
可
を
受
け
る
に
は

　

市
が
管
理
す
る
道
路
を
掘
削
し

排
水
管
等
を
埋
設
し
た
り
、
水
路

に
橋
を
か
け
て
通
路
と
し
て
使
用

し
た
り
す
る
場
合
は
、
建
設
課
に

「
占
用
許
可
申
請
書
」
お
よ
び
必

要
書
類
を
提
出
し
、
許
可
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
申
請
内
容
が
道
路
構

造
、
水
路
の
構
造
、
交
通
の
支
障

に
な
ら
な
い
と
判
断
さ
れ
る
範
囲

で
許
可
し
て
い
ま
す
。
水
路
を
占

用
す
る
場
合
、
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫（

清
掃
）
は

占
用
者
が
行
う
こ
と
、
占
用
物
が

不
要
に
な
っ
た
場
合
は
占
用
者
で

撤
去
工
事
を
行
う
こ
と
な
ど
が
許

可
条
件
と
な
り
ま
す
。
許
可
が
な

い
場
合
は
、
不
法
占
用
に
な
り
ま

す
の
で
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
占
用
料
に
つ
い
て

　

占
用
料
に
つ
い
て
は
、
申
請
の

際
、
建
設
課
総
務
管
理
係
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

◦
許
可
期
間

　

占
用
許
可
は
、
原
則
５
年
毎
に

更
新
し
て
い
ま
す
。
更
新
の
際
は
、

継
続
許
可
申
請
書
を
発
送
し
ま
す

の
で
、
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
相
続
・
土
地
売
買
等
で
名
義

が
変
更
に
な
る
場
合
は
、
別
途
届

出
が
必
要
で
す
。 

◦
側
溝
整
備
等
で
通
路
を
撤
去
し
た
ら

　

占
用
物
を
撤
去
さ
れ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
廃
止
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◉
歩
道
切
り
下
げ
等
の
工
事
を

行
う
人
へ
お
願
い

　

市
で
管
理
す
る
道
路
や
水
路

に
自
費
で
護
岸
設
置
・
側
溝
設

置
・
歩
道
切
り
下
げ
等
の
工
事
を

行
う
場
合
、
市
の
許
可
が
必
要
で

す
。
工
事
等
で
道
路
を
使
用
す
る

際
、
道
路
交
通
に
支
障
が
あ
る
場

合
は
、
市
の
許
可
と
は
別
に
、
八

女
警
察
署
の
道
路
使
用
許
可
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
施
工
に

伴
う
官
民
境
界
協
議
に
つ
い
て
は

事
前
打
ち
合
わ
せ
が
必
要
で
す
の

で
、
詳
し
く
は
本
庁
・
支
所
の
建

設
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
建
設
課
総
務

管
理
係
（
☎
２
３
・
１
９
７
１
）

▽
黒
木
総
合
支
所
建
設
課

（
☎
４
２
・
１
１
１
７
）

▽
立
花
支
所
建
設
課

（
☎
２
３
・
４
９
３
０
）

▽
上
陽
支
所
建
設
経
済
課

（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）

▽
矢
部
支
所
建
設
経
済
課

（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

▽
星
野
支
所
建
設
経
済
課

（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

就
業
支
援

9月10日㈫ 上陽保健センター
時間＝10:00～11:30、12:30～15:30

 献血にご協力ください
八女市献血推進協議会（☎23・0294）

八女市立図書館本館・分
館において、特別整理およ
び図書館システム入替のた
め、臨時休館させていただきます。
◦休館期間＝９月２日㈪～１８日㈬
この期間、星野移動図書館、土曜日
のよみきかせ（本館、黒木分館）も
お休みします。
なお、この期間でも本の返却はでき
ます。本館・黒木分館・矢部分館・
星野分館は返却ポストへお返しくだ
さい。上陽分館・立花分館は入口前
の返却箱にお返しください。

臨時休館のお知らせ 八
女
市
立
図
書
館

☎
２
２・２
５
０
４

市
道
や
里
道
、
水
路
を
占
用
す
る
場
合
は
許
可
が
必
要
で
す



10　2013.8.15　広報やめ

■はじめのいっぽ～広場デビューの日～
◦9/4 ㈬10：30 ～17：00（毎月第1水曜日）
広場ってどんなところ？ちょっとのぞいてみま
せんか。スタッフと一緒に遊びましょう♥
■いっしょにあそぼ！「紙あそび」
◦9/7㈯10：30～／折り紙や画用紙を使っ
て、子どもから大人まで楽しめます。
■ママとふあふあほっぺ※要申込25組
◦9/10 ㈫10：30 ～／講師＝田中もとこさん
■楽しく食育「お弁当アイデアおかずいろいろ」
◦ 9/13 ㈮ 10：30 ～／参加費 200 円／要申込
■高田先生とおしゃべり会
◦ 9/20 ㈮ 10：30 ～／講師＝子育てアド
バイザー高田悦也さん ※託児有・要申込
■にこにこバースデー♪◦9/24 ㈫ 10：30 ～

■プレママ＆ベビーサロン
 「ベビーマッサージ」◦ 9/6 ㈮ 10：30 ～
／要申込／参加費 250 円

■エンジェルルーム 「野菜いっぱい幼児食」
◦9/13 ㈮10：30 ～／託児有／要申込／参加費 300円
■高田先生のハートフルしゃべり場
◦ 9/18 ㈬ 10：30 ～／託児有／要申込
■みんなであそぼう「いのちをいただいて、
つないでいくこと」講師＝内田産婦人科助
産師・内田美智子さん
◦9/21 ㈯ 10:30 ～ 12：00 ／託児有／要
申込※子育て講座黒木町公民館合同主催
■ハッピーバースデー♪「エプロンシア
ター」◦9/27 ㈮ 10:30 ～／要申込

■リズムにのって◦ 9/2 ㈪ 10:30 ～
■おはなし会◦ 9/3 ㈫ 10:30 ～
■なかよしクラブ◦9/10 ㈫ 10：30 ～
■元気にあそぼう◦ 9/11 ㈬ 10:30 ～
■パネル～にゃ◦ 9/17 ㈫ 10:30 ～
■ハッピーバースデー！◦9/18㈬10：30～要申込
■パパママあそぼう◦ 9/21㈯10:30～要申込
■英語で遊ぼう◦9/24 ㈫10：30 ～要申込
■たまひよクラブ◦ 9/25 ㈬ 10:30 ～

「心と体のリラクゼーションタイム」かがやき

／要申込・20 組／託児は 2 日前までに要申込
■育児講座◦ 9/27 ㈮ 10:30 ～「ねん土
DE フラワーストラップ」/ かがやき / 要申込
15 組 / 託児 2 日前要申込 / 材料費 500 円
■移動サロン※ 10：00 ～ 13：00
▽白木コミュニティセンター 9/5 ㈭
▽東公民館 9/6 ㈮　▽岡山保育所 9/9
㈪、9/30 ㈪　▽黒木公民館 9/12 ㈭　
▽上陽公民館 9/13 ㈮　▽西公民館 9/17
㈫▽かがやき 9/19 ㈭　▽児童センター
9/20㈮※ 11：00～ 13：00　▽矢部基幹集
落センター 9/26 ㈭　

■だっこＤＥぎゅ～
◦9/7 ㈯10:30 ～12:00 ※要申込
■みんないっしょにあ・そ・ぼ！
◦ 9/12 ㈭ 10:30 ～ 11:00
■つくって Waku!Waku
◦9/17㈫10:30～11:00／託児有／要申込5人
■キラリ☆バースデー
◦9/24㈫10:30～11:00※誕生者要申込

立花町子育て支援センターきらきら
会場・問い合わせ＝きらきら（☎24・9090） トゥインクル (星野そよかぜ内）

※毎週火・木・土　10時～16時開所
問い合わせ＝きらきら（☎24・9090）

つどいの広場　ちゃちゃっこ
会場・問い合わせ＝共生の森（☎30・2566）

子育ち支援掲示板 9 月 ※子育ち…子ども自身が、自ら
の力で心身ともに成長すること。

9月1日（日）
東洋医学ひぐちクリニック大島 23・2765
山口医院 星野村 52・3131
大坪歯科医院 上陽町 33・7011
9月8日（日）
中野内科循環器科 吉田 25・3010
木屋診療所 黒木町 42・0071
城﨑歯科医院 筑後市 0942・53・8205
9月15日（日）
なかしま胃腸科 蒲原 25・6200
みやざき内科 立花町 37・0008
近藤歯科医院 筑後市 0942・52・4561
長崎眼科クリニック 本村 22・6123
9月16日（祝）
八媛病院 本 22・4176
岡村医院 立花町 23・2770
吉泉歯科医院 黒木町 42・3941
9月22日（日）
下津浦医院 津江 22・2564
中島医院 黒木町 42・0235
本田歯科医院 筑後市 0942・53・3431
9月23日（祝）
城戸医院 鵜池 23・5303
耳納高原病院 星野村 52・3135
こが歯科医院 筑後市 0942・27・7117
江崎耳鼻咽喉科 筑後市 0942・53・2347

9月29日（日）
麻生医院 宅間田 23・5800
中村内科医院 立花町 37・1601
ひさいし歯科・矯正歯科 筑後市 0942・52・3386
冨田眼科医院 本村 23・3455

▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚） 23・4131
柳病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（納楚） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
▼夜間小児救急医療受付（19:00～19:30）
月・水・金／公立八女総合病院
　　　　　（２３・４１３１）
火・木／筑後市立病院
　　　　　（0942・53・7511）
▼日祝日小児救急医療受付（9:00～15:00）
9/1㈰・15㈰・16㈷・23㈷・29㈰
　公立八女総合病院（２３・４１３１）
9/8㈰・22㈰
　筑後市立病院 （0942・53・7511）
▼県小児救急医療電話相談（19:00～7:00）
　県指定健康相談事業者 ♯ 8000

9月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありま
すので、電話で確認してください。✚

黒木町チャイルドルーム　ピコロ
会場・問い合わせ＝ふじの里（☎42・3301）

「黒木の自然に
ふれあい隊
2013」 独身女性

募集

♥日時＝9月7日㈯14時 30分
～21時
♥会場＝JA黒木地区センター
♥内容＝黒木名産ぶどう（巨峰）
狩り体験、菜園（種まき）体験、
羽犬塚近くのバーで夕食。1対1
で楽しくゆっくり話すフリートー
ク。※雨天の場合予定変更
♥募集＝20歳～35歳までの独
身女性10人（参加費3,000円）
※申込み多数の場合は抽選。最
低催行人数8人
♥応募方法＝応募用紙をダウン
ロードして必要事項を記入し、郵
送・ファクス・メールいずれかで
申込みください。※8月26日㈪
締切、27日㈫抽選。26日以降は
キャンセル料3000円かかります。
♥申込・問い合わせ＝JAふくおか
八女黒木地区センター・井手さん
（☎ 42・2111、O42・4205、
Q kurogiseinen@wing8.com）
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教授演奏会♪塾生演奏会♪公開レッスン

8 月 ・9 月 イベント情報 おりなす八女ＨＰ　http://www.orinasu-yamecity.jp/

申し込み・問い合わせ
おりなす八女（☎22・5332）

開催 催　　　し ホール 開演 入場料 問い合わせ 電話番号

9/8 ㈰ 三線ロビンズ・コンサート
～広く人々の心を癒し、勇気づける沖縄の唄～ はちひめ 14:30

前売一 般 1000 円、
高校生以下 500 円
※当日各 300 円増

コンサート実行
委員会（野口）

090・4483・
4004

9/18 ㈬
～ 19 ㈭ 生涯学習セミナー ハーモニー 19:00 2000 円 八女モラロジー

事務所 ( 田中 ) 24・2705

9/29 ㈰ STUDIO  Emotion  Dance 発表会 ハーモニー 14:00 1000 円 スタジオエモー
ション（川島）

090・5731・
1344

おりなす八女   イベント情 報
おりなす八女音楽塾

千住 真理子ヴァイオリン・リサイタル

福田 進一
ギター・リサイタル
国内外の第一線で幅広い
活躍を続けるクラシックギ
タリスト福田進一。権威あ
るパリ国際ギター・コンクー
ルで優勝を果たして30 年。
世界のトップレベルのギタ
リストが奏でる極上の響き
をお楽しみください。

八女市特産の孟宗竹…プロの
ギター製作者とのコラボレー
ション。響きをお聞きください。

好評発売中

♪

（全席指定）　
一 般  2,500円

（友の会2,000円）

世界最高峰のヴァイオリンの名器ストラディヴァリウス
"デュランティ"。愛器と共に豊さを増した美しい調べ。
(曲目 )クライスラー：愛の喜び／リスト：愛の夢　他

腕に磨きをかけた全国の新鋭演奏家たちが塾生と
なって八女に集合♪国内外で活躍する一流音楽家
が、教授として塾生たちに心技を伝授します。

腰痛改善、ミニ健康体操や栄養講座など織り込んで、
健康づくりを楽しみましょう！

［全席自由］2,500円（友の会 1,500円）

［全席自由］1,000 円

秋からの新講座

［主催］おりなす八女文化事業振興会・八女市

ハーモニーホール

ハーモニーホール

ハーモニーホール

ハーモニーホール
ハーモニーホール

はちひめホール[開催日] 全3回
① 10/18㈮   ② 11/8㈮   ③ 11/28㈭
[時  間]  10時～ 12時
[場  所]  おりなす八女 研修棟 他
[対象者]  市内に居住または勤務の男性15名
[参加費]  500円／ 3回
[申込方法]  9時～ 19時電話にて受付。休館日は除く。
[申込締切日]  9/14㈯  17時

大山平一郎
( 指揮・ヴィオラ)

上田晴子
(ピアノ)

金子鈴太郎
(チェロ)

千葉清加
(ヴァイオリン)

第 18 回 劇団リトルウィングミュージカル

（全席指定）一般3,500円/ 友の会3,000円

前売り：一般 800円　　高校生以下 500円

※当日各200円 増

10/14 (月・祝)

9/15 (日)

12/19( 木)

チケット
発 売 

 8/17 ㈯～  （友の会会員）

 8/24 ㈯～  （一般）8 / 29( 木)～9 / 1(日)

9/ 21(土)～2 2日(日)

8 / 30( 金)

9 /  1(日)

日程：お問合せください

10:00～16:00

男性 体 操 教 室

♪公開レッスン

♬教授演奏会

♩塾生演奏会

～どなたでもご参加いただけます～

［１日券］2,000 円 　　［全日券］10,000 円 

♪全日券は8/30教授演奏会、9/1塾生演奏会の入場料を含みます。

会場：おりなす八女

開演 19:00 ／

開演 19:00 ／

開演 15:00

開演 14:00 
開演 14:00 ／

チケット発売中

チケット発売中

お問合せ： (中島）
 ☎ 090・5288・2074
 ( 遠藤）
 ☎ 080・1710・7423

お問合せ：  建設経済部林業振興課
新産業創出係  ☎ 23・1168

バンブーギター
フェスタ 2013 in 八女

おりなす八女講座

受 講 生 募 集

入場無料
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メイド イン
のモノ八女
八女にいきづいている手仕事、
それに携わる人や技術、生み
出されるモノ等を紹介します。

１

海
と
ア
ジ
サ
イ
が
好
き
だ
っ
た
故

人
を
偲
ぶ
た
め
に
」
と
八
女
福

島
仏
壇
仏
具
協
同
組
合
が
受
注
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
仏
壇
が
完
成
し
、
八
女
伝
統

工
芸
館
で
１
週
間
ほ
ど
展
示
さ
れ
好
評

で
し
た
。
こ
の
仏
壇
は
３
人
の
職
人
が
分

業
に
よ
り
約
７
か
月
か
け
て
作
り
上
げ

ま
し
た
。
木
地
職
人
の
高
山
文
芳
さ
ん

が
国
産
ヒ
ノ
キ
な
ど
を
材
料
に
本
体
を

組
み
立
て
、
漆
師
の
近
松
敏
夫
さ
ん
が

純
国
産
の
漆
を
手
塗
り
し
ま
し
た
。
扉

の
中
の
海
を
底
か
ら
見
上
げ
た
よ
う
な

青
色
は
、人
工
漆
を
使
用
。
部
分
に
よ
っ

て
少
し
ず
つ
色
を
塗
り
分
け
て
い
ま
す
。

　
蒔
絵
で
大
き
く
描
か
れ
た
ア
ジ
サ
イ

は
、
職
人
歴
50
年
の
岸
川
順
一
さ
ん
が

手
が
け
ま
し
た
。
岸
川
さ
ん
は
ア
ジ
サ

イ
を
描
く
の
が
初
め
て
の
た
め
、
実
物

を
何
度
も
デ
ッ
サ
ン
し
、
遺
族
と
打
ち

合
わ
せ
し
な
が
ら
構
図
を
決
定
。
実
物

大
に
作
っ
た
下
絵
を
置お

き

目め

と
い
う
方
法

で
漆
面
に
写
し
取
り
、
一つ
一つ
に
漆
を

塗
っ
て
盛
り
上
げ
、
乾
か
し
、
色
を
付

け
て
は
乾
か
し
、
ま
た
描
く
と
い
う
繊

細
で
根
気
の
い
る
作
業
を
繰
り
返
し
ま

し
た
。
埃
を
避
け
温
度
・
湿
度
を
調
整

す
る
た
め
、
風む

呂ろ

（
乾か

ん
そ
う
む
ろ

燥
室
）
の
中
に

入
れ
て
乾
か
し
ま
す
。
一つ
の
花
び
ら
の

中
に
も
微
妙
に
色
を
塗
り
分
け
た
り
、

金
粉
・
銀
粉
を
蒔ま

い
た
り
、
貝
を
付
け

た
り
す
る
た
め
、
蒔
絵
全
部
を
仕
上
げ

る
の
に
３
か
月
の
期
間
を
要
し
ま
し
た
。

「
出
来
上
が
っ
た
仏
壇
を
見
て
、
遺
族
の

方
が
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
と
聞
き

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
今
は
仏
壇
の
仕

事
も
減
っ
て
い
ま
す
。
久
し
ぶ
り
に
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

精
魂
込
め
て
作
り
ま
し
た
。
し
か
し
職

人
の
仕
事
は
こ
れ
で
満
足
と
い
う
こ
と
は

な
く
、一
生
が
勉
強
で
す
」
と
岸
川
さ
ん
。

　
組
合
で
は
熟
練
の
職
人
技
の
発
信
に

力
を
入
れ
、
希
望
を
取
り
入
れ
た
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
の
仏
壇
の
注
文
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

亡
き
人
を
偲
ぶ
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド

の
仏
壇
に
、心
と
技
を
注
ぎ
込
む

１
６
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
ち
、
昭
和
52
年
に
は
当
時
の
通
商
産
業
大
臣

か
ら
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
た
八
女
福
島
仏
壇
。
木
地
・
宮
殿
・
金
具
・

彫
刻
・
蒔
絵
・
仕
上
と
そ
れ
ぞ
れ
の
職
人
に
よ
り
80
工
程
以
上
に
お
よ
ぶ
手

作
業
に
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
八
女
福
島
仏
壇
の
特
徴
は
、
漆
と
金
箔
の
荘

厳
な
美
し
さ
。
非
常
に
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
が
、
近
年
生
活
様
式
等
の

変
化
に
よ
り
新
た
な
ス
タ
イ
ル
の
仏
壇
を
模
索
す
る
動
き
が

出
て
き
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
職
人
の
高
い
技
を
極

め
た
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
仏
壇
が
完
成
し
ま
し
た
の
で

紹
介
し
ま
す
。

扉の中は装飾をいっさい省き、海をイメージし
た青を人工漆で表現。扉を開けても閉めても同じ
模様が施されています。

八
女
福
島
仏
壇
仏
具
協
同
組
合
（
☎
２
４
・
３
９
４
１
）

蒔絵師の岸川順一さん。
昭和30年熊本市の川俣芳洲氏に師事。
昭和40年故郷・黒木町へ帰り工房を
開く。平成8年県知事表彰、平成9年

九州通商産業局長表
彰、平成23年伝統的
産業功労賞を受賞す
るなど、高い技術が
評価されている。

岸川さん愛用の蒔絵筆
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